
静
岡
市
を
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
と
す
る
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム

「
ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
静

岡
（
Ｂ
２
西
地
区
）
」

の
下
出
恒
平
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◇
下
出
さ
ん
は
、
現
在
Ｂ
１
リ
ー

グ
に
所
属
す
る
宇
都
宮
ブ
レ
ッ

ク
ス
、
ア
ル
バ
ル
ク
東
京
、
茨

城
ロ
ボ
ッ
ツ
な
ど
で
チ
ー
ム
運

営
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
三
年

前
に
静
岡
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

仕
事
は
「
フ
ァ
ン
づ
く
り
」
。

ス
ポ
ン
サ
ー
の
獲
得
、
集
客
、

広
報
、
会
場
の
設
営
・
演
出
、

グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
観
客
が

「
安
全
」
「
安
心
」
に
「
ワ
ク

ワ
ク
す
る
ゲ
ー
ム
」
を
提
供
す

る
た
め
に
は
何
で
も
す
る
そ
う

で
す
。

◇
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
の
な
か
、

下
出
さ
ん
が
当
時
Ｂ
３
リ
ー
グ

だ
っ
た
ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
に
赴
い

た
理
由
は
基
本
理
念
「
ス
ポ
ー

ツ
で
、
日
本
一
ワ
ク
ワ
ク
す
る

街
へ
」
へ
の
共
感
で
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
観
客

と
の
距
離
が
近
く
、
選
手
の
息

遣
い
や
表
情
が
良
く
わ
か
る

う
え
、
得
点
の
度
に
一
喜
一
憂

す
る
競
技
性
が
人
気
を
集
め
．

フ
ァ
ン
の
６
割
は
女
性
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
持
つ
、

一
体
感
や
熱
狂
を
「
未
来
の

静
岡
の
街
づ
く
り
」
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
現
在
の
ホ
ー
ム
で
あ
る
静
岡

市
中
央
体
育
館
は
客
席
が
千
席

に
満
た
な
い
た
め
、
試
合
の
度

に
２
千
近
く
の
椅
子
を
運
び
込

み
ま
す
。
会
場
の
設
営
、
片
付

け
で
年
間
４
０
０
０
万
円
も
の

出
費
が
あ
る
そ
う
で
す
。

新
ア
リ
ー
ナ
の
設
立
は
ク
ラ

ブ
の
発
展
の
大
き
な
鍵
に
な
り
、

実
現
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
ま
す
。

◇
静
岡
は
温
暖
で
食
事
も
美
味

し
く
、
実
家
の
東
京
に
も
帰
り

や
す
い
と
お
気
に
入
り
。
と
り

わ
け
、
ふ
と
目
に
入
る
富
士
山

の
存
在
が
素
晴
ら
し
い
そ
う

で
す
。

ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
に
は
早
稲
田

出
身
の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ガ
ー
ド
新
川
敬
大
選
手
（
29
）

し
ん
か
わ
け
い
た

も
所
属
し
、
Ｂ
１
リ
ー
グ
も

狙
え
る
勢
い
。
ぜ
ひ
会
場
に

足
を
運
び
、
静
岡
の
ホ
ー
ム

チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

静
岡
稲
門
会
の
皆
様
、
新
年

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
の
総
会
で
は
、
静
岡
市

稲
門
会
と
清
水
稲
門
会
が
合
併

し
、
新
し
く
静
岡
稲
門
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
志
太
榛
原

稲
門
会
の
仲
間
も
お
迎
え
し
、

ま
す
ま
す
充
実
し
た
会
と
な
り

ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
大
い
に
交
流

さ
れ
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た

一
年
と
な
る
こ
と
、
ま
た
災
害

も
な
い
穏
や
か
な
年
と
な
る

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

11
月
17
日
（
日
）
、
夏
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
晴
天
の
な
か
、

第
７
回
大
学
野
球
オ
ー
タ
ム

フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ
in
静
岡

（
草
薙
球
場
）
で
早
慶
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
残
念
な
が
ら
３
対
２

で
敗
れ
ま
し
た
が
、
仙
台
育
英

で
夏
の
甲
子
園
準
優
勝
の
尾
形

捕
手
や
、
選
抜
優
勝
の
山
梨

学
院
の
高
橋
一
塁
手
な
ど
、
来

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
期
待
の

持
て
る
選
手
が
多
数
出
場
し
て

い
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に

大
い
に
期
待
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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V
E
L
T
E
X
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
常
務
執
行
役
員

下
出
恒
平
さ
ん
（
'02
年

人
間
科
学
部
卒
）

し
も
い
で
こ
う
へ
い

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
！

校
友
の
職
場
を
訪
問

静岡稲門会
会報第12号
2025.01.05
編集長 小川満

会
長
挨
拶

早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
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会
長

隂
山
正
敏

2024年度 活動紹介
７
月
26
日
（
金
）
、

中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
106
名
の
出
席

の
も
と
、
早
慶
ビ
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
援
部
か
ら
は
星
野

代
表
委
員
主
将
と
豊

島
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ア

は
柴
田
副
将
と
吉
橋

部
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
力
強
い
応
援
と

爽
や
か
な
ダ
ン
ス
、
さ
ら
に
会
場
を
ひ
と
つ
に

ま
と
め
あ
げ
る
ト
ー
ク
な
ど
、
こ
こ
数
年
で
最

も
盛
り
上
が
っ
た
応
援
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

慶
応
は
１
年
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
し
、

男
性
に
負
け
な
い
応
援
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
も
昭
和
40

年
代
か
ら
始
ま
り
、

す
で
に
50
年
を
超

え
る
早
慶
の
歴
史

あ
る
行
事
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

両
校
の
校
友
と
も

学
生
時
代
に
戻
り
、

応
援
部
の
学
生
と

の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

早慶メンバーで集合写真

静
岡
で
早
慶
戦
！

☆
２
月
９
日
（
金
）

新
年
会

於

グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ

☆
５
月
10
日
（
金
）

総
会

於

グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ

☆
７
月
26
日
（
金
）

早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

於

中
島
屋

☆
８
月
31
日
（
土
）

静
岡
県
稲
門
祭

※
悪
天
候
の
た
め
中
止

☆
９
月
20
日
（
金
）

早
慶
麻
雀
大
会

於

麻
雀
荘
「
駅
南
」

☆
10
月
19
日
（
土
）

早
慶
ゴ
ル
フ
大
会

於

菊
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

☆
10
月
20
日
（
日
）

早
稲
田
大
学
稲
門
祭

於

早
稲
田
大
学

☆
11
月
９
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）

東
京
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
早
慶
戦

応
援

☆
11
月
15
日
（
金
）
～
17
日
（
日
）

第
７
回
オ
ー
タ
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ

観
戦

☆
そ
の
他

静
岡
県
支
部
役
員
会

参
加

静
岡
稲
門
会
役
員
会
を
定
期
的
に
開
催

'24
年
の
行
事
報
告

☆
２
月
21
日
（
金
）
18
時
30
分
～

新
年
会

於

グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ

☆
５
月
９
日
（
金
）

総
会

於

（
調
整
中
）

☆
７
月
12
日
（
土
）

静
岡
県
稲
門
祭

於

ホ
テ
ル
コ
ン
コ
ル
ド
浜
松

☆
７
月
25
日
（
金
）

早
慶
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

於

（
調
整
中
）

☆
９
月
19
日
（
金
）

早
慶
麻
雀
大
会

於

麻
雀
荘
「
駅
南
」

☆
10
月
４
日
（
土
）

早
慶
ゴ
ル
フ
大
会

於

菊
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

☆
10
月
19
日
（
日
）

早
稲
田
大
学
稲
門
祭

於

早
稲
田
大
学

☆
そ
の
他

第
８
回
オ
ー
タ
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ー
グ

観
戦

東
京
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
早
慶
戦

応
援

チ
ー
ム
運
営
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
地
域
活
性
化

4000
人
規
模
の
新
ア
リ
ー
ナ
の
設
立

静
岡
が
お
気
に
入
り

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
新
川
敬
大
選
手

稲
門
の
仲
間
も
大
活
躍

「
こ
ん
ぺ
き
」
は
静
岡
稲
門
会
の
会
報
で
す
。
校
友

で
紹
介
し
た
い
記
事
、
情
報
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
入
会
員
等
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
声
が
け
く
だ
さ
い
！◇

事
務
局
長
白
濱
史
教

0
8
0‐

3
8
2
0‐

8
2
8
2

'25
年
の
行
事
予
定

静岡稲門会

ホームページ

オ
ー
タ
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
ー
グ
観
戦
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伝
統
あ
る
東
京
六
大
学
野
球

で
早
稲
田
大
学
が
春
秋
連
覇
、

史
上
最
多
を
更
新
す
る
48
度
目

の
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
！

そ
の
偉
業
を
記
念
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
想
い
出
の
早
慶

戦
」
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
！

大
学
受
験
に
失
敗
し
、
気
持

ち
の
整
理
が
つ
か
な
い
ま
ま
、

高
田
馬
場
の
予
備
校
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
（
昭
和
45
年
は
、

は
る
か
昔
の
こ
と
で
す
。
）

下
宿
は
大
学
の
近
く
、
同
じ

予
備
校
に
通
う
13
人
の
学
生
と

寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

５
月
に
入
る
と
、
こ
の
下
宿

か
ら
早
稲
田
に
入
学
し
た
先
輩

が
訪
れ
、
早
慶
戦
に
誘
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
予
備
校

生
が
大
挙
し
て
満
員
の
外
野
席

か
ら
早
稲
田
の
応
援
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
は
白
地
に
エ
ン
ジ

の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ト
レ
ー
ナ
ー

を
着
た
、
と
て
も
爽
や
か
な
方

で
し
た
。
紺
碧
の
空
の
応
援
は

歌
舞
伎
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
斬

新
で
迫
力
あ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
掌
を
上
下
左
右
に
動

か
し
、
稲
穂
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

サ
イ
レ
ン
ト
モ
ー
シ
ョ
ン
や

「
花
は
桜
木
、
男
は
早
稲
田
」

の
走
る
ウ
ェ
ー
ブ
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
応
援
は
観
客
を
魅
了
し
て

い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
タ
バ

コ
を
思
い
切
り
吸
い
、
吐
き

だ
す
煙
幕
作
戦
は
球
場
を
煙
に

巻
い
て
圧
倒
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

試
合
が
終
わ
り
夕
闇
が
迫
る

な
か
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
延
々
と

続
く
の
も
早
慶
戦
の
魅
力
。

ま
さ
か
人
生
劇
場
を
こ
こ
で

聞
く
こ
と
に
な
る
と
は
思
い

も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
宮

か
ら
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
な
か
、

下
宿
に
戻
り
体
が
熱
く
な
っ
て

い
る
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

後
日
、
大
学
近
く
の
制
帽
店

に
行
き
角
帽
を
購
入
し
て
、

受
験
勉
強
に
苦
し
く
な
っ
た
時
、

こ
の
角
帽
を
か
ぶ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
１
週
間
に

一
度
は
大
隈
銅
像
に
合
格
祈
願

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

早
慶
戦
は
自
分
が
大
き
く
変

わ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

早
稲
田
の
応
援
を
通
じ
て
、
何

事
も
全
力
で
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
、
笑
顔
で
頑
張
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

早
稲
田
に
向
か
い
、
力
強
い

エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
早
慶
戦

で
し
た
。

神
宮
に
通
い
続
け
て
、
前
回

秋
で
丸
40
年
、
80
シ
ー
ズ
ン
目

を
迎
え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
私

は
応
援
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
い
歴
史
に
比
べ
れ
ば
、
自

身
の
観
戦
歴
な
ど
ま
だ
ま
だ
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
変
則
日
程

時
を
除
き
、
早
慶
戦
は
必
須
、

早
慶
戦
以
外
を
最
低
１
試
合
と

半
ば
ノ
ル
マ
に
し
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
神
宮
球
場
は
'85
年

入
学
直
後
の
東
大
戦
。
学
生
県

人
会
「
遠
州
人
会
」
の
先
輩
に

連
れ
て
い
か
れ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

学
生
応
援
席
に
入
る
や
い
な

や
「
な
ん
だ
こ
の
世
界
は
！
」

と
激
震
が
走
り
ま
し
た
。
校
歌
・

紺
碧
は
当
然
の
こ
と
、
応
援
歌

の
数
々
、
コ
ン
バ
ッ
ト
の
迫
力
、

ま
だ
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
だ
っ

た
現
チ
ア
の
演
技
、
そ
し
て

守
備
中
応
援
（
昔
は
音
出
し
も

何
で
も
あ
り
）
や
下
級
生
演
芸

等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど…

そ
の
後
、
４
年
次
で
は
学
生

県
人
会
の
連
合
組
織
「
全
国

早
稲
田
学
生
会
連
盟
」
の
委
員

長
を
拝
命
し
、
応
援
部
と
と
も

に
、
全
国
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

回
っ
た
り
、
た
ま
た
ま
教
育
学

部
の
同
じ
ク
ラ
ス
に
リ
ー
ダ
ー

の
２
人
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ア
ラ
カ
ン
の
今
に
至
る
ま
で

応
援
部
と
の
交
流
は
続
い
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
楽
し
い
経
験
、
他

大
学
に
は
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
の
に
、
最
近
で
は
球
場
に
は

現
役
学
生
の
姿
は
ま
ば
ら
。

秩
父
宮
の
ラ
グ
ビ
ー
に
至
っ
て

は
高
齢
化
？
に
拍
車
が
か
か
っ

て
い
る
状
況
。
こ
れ
に
は
も
っ

と
問
題
意
識
を
も
た
な
い
と
、

と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

神
宮
外
苑
の
再
開
発
計
画
が
、

政
治
的
な
軋
轢
を
招
い
て
い
る

の
も
残
念
な
限
り
。
「
聖
地
」

と
は
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

カ
ル
チ
ャ
ー
や
ヒ
ス
ト
リ
ー
、

ひ
い
て
は
個
々
の
ハ
ー
ト
が
あ
っ

て
こ
そ
。

母
校
同
様
の
「
心
の
故
郷
」

に
、
こ
れ
か
ら
も
可
能
な
限
り

足
を
運
び
、
「
一
生
青
春
」

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

歴
史
あ
る
早
稲
田
大
学
自
動

車
部
が
'24
年
で
創
部
90
周
年
を

迎
え
ま
し
た
！

そ
こ
で
、
OB
で
あ
る
陰
山

正
敏
会
長
に
、
当
時
の
想
い
出

に
つ
い
て
綴
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

リ
ー
グ
最
多
の
通
算

優
勝
回
数
「
48
」

自
動
車
部

創
部
90
周
年

早実中学部の学年行事で秋の早慶戦観
戦に赴いた時、自分の夢が固まりました。
試合前の校旗入場、エール交換、そして
整然とした熱い応援。一塁側外野学生
応援席で、中学生ながらそれを構成する
一員としてその場にいられた幸せを感じ
たことをいまでも思い出します。
時は流れ、数年来の思いを胸に、入学

と同時に応援部に入部。憧れの早慶戦で、
しかもそれを演出する側として関わる
ことができる。そんな夢が叶った…と思っ
たのも束の間。それは応援部としての厳
しい毎日の始まりでした。想像を絶する
厳しい練習、朝から晩までの雑用。そし
て六大学野球をはじめとする各部の応援。
好きで始めたとはいえ、１年春の早慶戦
までもつ自信もありませんでした。しか
し、熱い想いや情熱に支えられ、４年間
の応援部生活を全うすることができまし
た。
在学中の想い出は、３年春の早慶戦。

勝った方が優勝という大一番は第３戦
までもつれ込んだ末の勝利。そして感動
の優勝パレード…の時には神宮の器材等
撤去隊長として慌ただしく過ごしました。
何事も華やかなシーンの裏には誰かが陰
の役割を演じているものです。
卒業して３０年以上経った今でも神宮

球場で校歌を歌い、風に靡くエンジの校
旗を見ると、故郷に戻ってきた様な温か
い気持ちに包まれます。静岡のみならず
世界に広がる卒業生皆さんを、早稲田は
温かく包んでくれることでしょう。

第12号 静 岡 稲 門 会 だ よ り 『 こ ん ぺ き 』 2025年1月5日

はじめての早慶戦

静岡県公立高等学校退職校長会 会長

吉田昌弘（1975年 第一文学部卒）

聖地 神宮

株式会社静岡銀行 総務グループ長

八鍬晴康（1989年 教育学部卒）

株式会社東芝静岡支店 支店長

阿部琢也（1993年 社会科学部卒）

令
和
６
年
11
月
30
日
、

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

（
東
京
）
で
行
わ
れ
た

創
部
90
周
年
祝
賀
記
念

式
典
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
式
典
で
は
稲
門

体
育
会
の
河
野
洋
平
会
長
や
大
学
関
係
者
達

の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

︱
お
い
ら
は
天
下
の
早
稲
田
マ
ン
、
心
の

宿
り
は
自
動
車
部
、
朝
か
ら
晩
ま
で
辛
い

け
ど
、
ち
ょ
い
と
や
め
ら
れ
ぬ
良
い
所
︱
と

部
員
達
が
歌
う
よ
う
に
、
長
い
歴
史
の
中
に

は
、
部
活
経
験
者
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
あ
り

ま
す
。

私
は
第
36
代
主
将
を
務
め
、
箱
根
駅
伝
の

伴
走
車
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
も
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
伴
走
は
監
督
の
指

示
で
自
在
に
車
位
置
を
変
え
る
な
ど
技
術
も

機
転
も
必
要
で
、

絶
対
に
事
故
な

ど
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
の

は
勿
論
で
、
緊

張
の
連
続
で
し

た
。
そ
の
後
の

箱
根
駅
伝
で
は

先
導
は
白
バ
イ
、

伴
走
車
は
監
督
車
（
運
営
管
理
車
）
と
形
を

変
え
ル
ー
ル
に
従
い
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
中
継
な
ど
観
る
度
に
、
当
時
の
緊
張

が
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

部
費
稼
ぎ
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を

出
し
た
り
、
体
育
単
位
取
得
学
生
の
た
め
に

正
課
授
業
助
手
と
し
て
軽
井
沢
合
宿
に
参
加

し
た
り
と
、
忙
し
い
中
に
も
充
実
し
た
楽
し

い
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

創
部
初
期
の
頃
と
現
代
で
は
、
車
の
性
能

も
格
段
に
向
上
し
、
安
全
性
も
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
も
上
が

り
、
レ
ー
ス
内
容
も

競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
ま
す
ま
す
充
実
し

て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
私
も

社
会
人
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
ど
ん

な
場
面
で
も
自
動
車

部
で
の
貴
重
な
体
験

が
支
え
と
な
り
、

対
応
で
き
て
き
た
の

は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
さ
に
わ
が
人
生

に
悔
い
な
し
で
す
。

静
岡
醤
油
合
資
会
社

会
長

隂
山
正
敏
（
1969
年

文
学
部
卒
）

応援部と早慶戦

早稲田大学自動車部創部90周年に思うこと

現役応援部と記念撮影
左から阿部琢也さん、吉田昌弘さん、八鍬晴康さん


